
内閣府男女共同参画局

男女間暴力対策課

性犯罪・性暴力被害者のための
ワンストップ支援センターの役割

内閣府

※本研修教材の無断使用・転載・コピー・引用等は禁止します。

○ 性犯罪・性暴力の特徴

○ ワンストップ支援センターの支援

○ 相談支援の状況

本講義の内容
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性暴力とは
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性犯罪・性暴力は、被害者の人としての尊厳を傷付け、心身に深刻な影響を与え、
その後の生活にも甚大な影響を与えることが多いこと。レイプ被害者の半数程度
がＰＴＳＤの症状を抱えるとも言われており、日常生活に深刻な影響を及ぼすこ
と。

被害者が勇気を出して相談しても、二次被害が生じ、被害を誰にも話さなくなり、
社会が被害の深刻さに気付かず、無知、誤解、偏見がそのまま温存されるといっ
た悪循環に陥っている場合があること。

加害者の７～８割が顔見知りであるとの調査結果もあり、特にこどもは、親、祖
父母やきょうだい等の親族や、教師・コーチ、施設職員等、自分の生活を支えて
いる人や友好的だと思っている人からの被害を受けることや、被害が継続するこ
とも多いところ、このような相手からの被害や、継続的な性被害を受けている最
中である場合には、被害を他人には言えない状況があること。

同じ加害者による類似の性犯罪・性暴力事案が何度も繰り返される例が少なくな
いこと。

障害者が被害を受けることが多い一方で、被害が潜在化しやすいという指摘があ
ること。

男性やセクシュアルマイノリティが被害に遭った場合、被害を申告しにくい状況
があること。

性犯罪・性暴力の特徴

「性犯罪・性暴力対策の更なる強化の方針」より抜粋 6
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内閣府「性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センターを対象とした支援状況等調査」報告書（令和５年３月） 

ワンストップ支援センターにおける支援内容

支援内容

〇医療的支援
診察、性感染症検査、緊急避妊、証拠採取・保管 等

〇心理的支援
自機関内での臨床心理士・公認心理師によるカウンセリング、
連携している又は外部の精神科・カウンセリングへのつなぎ、拠点病院の精神科を受診 等

〇法的支援
弁護士への紹介・つなぎ（弁護士による法律相談を実施したものが大半を占める）等

〇同行支援
同行支援先としては、産婦人科、裁判所・弁護士事務所等の司法関係 等

※各支援について、内容を件数の多い順に記載
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内閣府「性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センターを対象とした支援状況等調査」報告書（令和５年３月） 

＜面談＞

※年代が不明の者を除いた場合の割合 （令和４年６月～８月）

Ｎ＝539

性別は、女性が大半を占めるが、男性からの相談も電話では約１割となっている。

被害時の年齢は、約半数を１０代以下が占めており、中学生以下に限っても、３割に上る。

被害時の年齢

女性 81.7％、男性 14.0％
＜電話相談＞ ＜面談＞

女性 97.5％、男性 2.3％
性別

ワンストップ支援センターへの相談者の性別・被害時の年齢

12歳未満
16.7%

12歳～中学生
13.2%

中卒～19歳
19.9%

20代
30.6%

30代以上
19.7%
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内閣府「性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センターを対象とした支援状況等調査」報告書（令和５年３月） 

（令和４年６月～８月）

Ｎ＝711

「強制性交等・準強制性交等」が最も多く、約半数を占めており、

次に「強制わいせつ・準強制わいせつ」が多くなっている。

「18歳未満への監護者からのわいせつ・性交等」が１割超に及んでいる。

被害類型

強制性交・準強制

性交等
47.7%

強制わいせつ・準

強制わいせつ
25.2%

18歳未満への監護者から

のわいせつ・性交等
11.7%

盗撮
1.4%

痴漢
1.1%

その他
12.9%＜面談＞

ワンストップ支援センターへの相談の被害類型

16



内閣府「性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センターを対象とした支援状況等調査」報告書（令和５年３月） 

（令和４年６月～８月）

Ｎ＝711

「友人・知人」が最も多く、次いで、

「まったく知らない人」、「SNSや掲示板等インターネット」、

「親（実親・養親・継親・親の交際相手含む）」の順に多くなっている。

加害者との関係
＜面談＞
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0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

(元)配偶者

(元)交際相手

友人・知人

親(実親・養親・継親・親の交際相手含む)

その他家族・親戚

職場・バイト先関係者(同僚)

職場・バイト先関係者(雇用主・上司等、客含む)

学校・大学の教員や部活動のコーチ

福祉関係者(福祉施設職員) 

医療関係者(病院・診療所職員)

SNSや掲示板等インターネット

まったく知らない人

不明

その他(例えば「不特定多数」等)

加害者との関係
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内閣府「性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センターを対象とした支援状況等調査」報告書（令和５年３月） 

（令和４年６月～８月）

Ｎ＝708

被害からセンターの面談に至るまでの時間については、「72時間以内」が最も多い。

一方で、「１年以上10年未満」・「概ね10年以上」を合わせると全体の約２割となっており、

被害から長い時間を経て、相談に至る場合も少なくない。

相談までに要した時間

＜面談＞

24.7%

7.5%

14.7%

15.4%

7.5%

12.4%

8.1%

9.7%

0% 20% 40% 60%

72時間以内

72時間超～1週間以内

1週間超～1カ月以内

1カ月超～半年以内

半年超～1年以内

1年以上10年未満

概ね10年以上

不明

ワンストップ支援センターへの相談までに要した時間
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（参考）啓発資料

啓発パンフレット

啓発パンフレットはウェブサイトでご覧いただけます。
内閣府：https://www.gender.go.jp/policy/no_violence/seibouryoku/index.html#card

一般向け 保護者・こどもと関わる大人向け
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ご視聴ありがとうございました。

内閣府


